参考様式（第１０条関係）

審議会等の会議録
	会議の名称
	座間市基地返還促進委員会第６回会議

	開催日時
	平成２４年１月２６日（木）　　９時３０分から１０時４５分まで

	開催場所
	市役所　３－１会議室

	出席者
	木村功会長、渡辺了副会長、飯島康博委員、大木フミ子委員、大矢修市委員、大矢愼市委員、佐藤節子委員、座間幸一委員、曽根齊委員、渡慶次道哉委員、濱野真一委員、川原千代子委員、渡辺六郎委員

	事　務　局
	 　　　　　　特定政策推進室

	公開の可否
	 ■公開　□一部公開　□非公開　
	傍聴人数　
	　　　　１人


	非公開・一

部公開とし

た理由
	 

	議題
	⑴キャンプ座間一部返還に関する経過について

⑵キャンプ座間チャペル・ヒル住宅地区返還跡地利用構想一部見直しについて

	資料の名称
	・キャンプ座間チャペル・ヒル住宅地区返還跡地利用構想（資料1）

・新成長戦略における国有財産の有効活用について（資料2） 

・キャンプ座間に関する協議会第10回幹事会まとめ（資料3）

・キャンプ座間ﾁｬﾍﾟﾙ・ﾋﾙ住宅地区返還跡地利用構想見直し案(資料4)
・促進協ニュース第７号、８号、９号

	会議の内容

（会議次第及び

発言要旨等）


	事務局：お早うございます。ただいまから、座間市基地返還促進委員　　会第６回会議を開催させていただきます。会議を始める前に、市長から一言ご挨拶を申し上げます。

市　長：お早うございます。大変寒い日が続いているわけでございますけれども、本日は、大変お忙しい中、また、早朝より会議を招集させていただき、ご参集いただきましたことにまずもって心から感謝を申し上げたいと思います。

　　　　基地返還促進委員会の皆さんにおかれましては、平成２２年１１月９日に、キャンプ座間チャペル・ヒル住宅地区の返還跡地の利用計画につきまして、答申をいただいて以来の会議となるわけでございまして、約１年３ヵ月経過をしたわけでございますが、本当にその節はありがとうございました。本日、会議を招集させていただきましたのは、後程事務局から説明させていただきますが、皆様からいただきました答申、これを最大限尊重させていただきながら、市としてのキャンプ座間チャペル・ヒル住宅地区の返還跡地の利用構想について策定させていただき、昨年のちょうどこの時期でございますが、１月２８日に開催がなされました国との協議機関であるキャンプ座間に関する協議会第３回代表幹事会におきまして、その利用構想を基に今後の跡地利用を進めていくということについて合意がなされたところでございます。その後、その合意に基づき、早期の返還の実現、そして、まずは日米間の基本合意を求めてまいりましたが、ご存じのとおり、昨年の３月１１日の東日本大震災の発災により、在日米軍、そして、自衛隊と防衛省と両面で、この震災の復旧復興、救難救援といったような大変な任務が発生した関係で事務方等も大変な労力を割かれたことから、返還の協議も含めて、事務手続きが後ろの方にずれてきたということがございました。そんな関係で基本合意が遅れたわけでございますが、昨年１０月３１日の日米合同委員会におきましてチャペル・ヒル住宅地区の約5.4ヘクタールの返還につきまして正式に基本合意がなされたわけでございます。本日は、そうしたこれまでの経過についてご報告をさせていただくと同時に、この利用構想の具体化に向けた精査、検討の中で、新たなテーマといいますか提案・考え方というものが浮かび上がってまいりましたので、それについて、皆さんのご意見等をお伺いいたしたいということでご参集いただいた次第でございます。それと申しますのも、後程事務局から詳しく説明させていただきますが、かねてより私どもの消防本部の庁舎に関して、昭和45年の建設以来、大変な時間が経過をする中で、万が一の災害時の対応ということから早期の建て替えが課題となってきていました。一方において、消防の広域化の関係など、様々方向性が定まらない部分があったことから、これが延び延びになってきた経過がございます。ここで、広域化につきましても近隣３市との関係の中で新たな方向性を出させていただいたことや、震災というものを踏まえた中で、適時的確、さらに機能性を備えた対応というものが必要になるのではないかという考え方が新たに出てきたことから、消防庁舎についての検討を進める中で、返還跡地の有効活用がもう一つ出来ないかということでのテーマが出てまいりました。こうした点について、先般の国とのキャンプ座間に関する協議会の場で一部お話しを申し上げた中で、やはり市民の代表の皆さんのご意見を聞く必要があるということで、今日ここにお集まりいただいた次第でございまして、是非とも忌憚のないご意見、そしてご指摘を頂戴できればと思います。大変限られた時間ではございますけれども、事務局の方から説明させていただいてご理解をいただくという段取りでやってまいりますので、よろしくお願いいたしたいと思います。結びにあたりまして、年頭でございますので、本年１年の皆さんの益々のご健勝、ご多幸を心からご祈念申し上げますと同時に、この基地返還の取り組みが、すばらしい果実となりますようにご協力をお願い申し上げまして、ごあいさつとさせていただきます。

司　会：どうもありがとうございました。大変申し訳ございませんが、市長は公務のため、これにて退席をさせていただきたいと思います。

【市長退席】

それでは、会議を始めさせていただきます。

　　　　出席人数は過半数に達しておりますので、座間市基地返還促進委員会規則により本日の委員会は成立いたします。ただ今から会議を開催させていただきます。なお、本日の会議は公開とさせていただきますのでよろしくお願いいたします。それでは、議長を木村会長にお願いいたします。
議　長：お早うございます。本日は、お忙しいところ、また、市長からもお話しもあったと思いますが、早朝の寒い中でありますけれどもお集まりいただきまして、私からも御礼申し上げます。早速ですが会議を進めてまいります。規則に基づきまして議長を務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。また、併せて議事を円滑に進めて参りたいと存じますので、従来同様皆様のご協力をお願いいたします。また、事務局から報告がありましたように、本日の会議ですが、公開といたしますので、皆様よろしく、お願いします。それでは、議題に入ります。まず、（１）のキャンプ座間一部返還に関する経過について、事務局から報告願います。

事務局：お早うございます。まず、お手元の資料の確認をさせていただきたいと思いますが、会議次第、基地返還促進委員会のレジュメ、資料としては、１、２、３、４までございます。それから促進協ニュース７、８、９号で、それらの資料がお手元にあるかと思います。

　　　　それでは、キャンプ座間一部返還に関する経過について、お手元のレジュメをご覧いただきながら説明をさせていただきたいと思います。まずはおさらいになりますが、平成21年10月28日に市と国との協議機関であります「キャンプ座間に関する協議会」第４回幹事会におきまして、チャペル・ヒル住宅地区の返還候補地、全体で約5.4haが示され、その中に陸上自衛隊の家族宿舎を建設したいという意向が併せて示されました。この返還候補地の有効活用を図るため、平成22年3月18日、基地返還促進委員会を立ち上げさせていただき、返還跡地の利用計画につきまして諮問をさせていただきました。そして、委員会として５回にわたる慎重審議を重ねていただきまして、平成22年11月9日に利用計画の大きな柱として病院誘致を盛り込んだ答申をいただいたところでございます。その後、市ではこの答申を最大限尊重いたしまして、「キャンプ座間チャペル・ヒル住宅地区返還跡地利用構想」を平成22年12月13日に策定いたしました。これは、お手元の資料１でございます。利用構想図をご覧いただきたいと思います。この返還跡地につきましては、大きく３つのゾーンに分けさせていただきました。一つは陸上自衛隊の家族宿舎の建設ゾーン、もう一つは病院誘致ゾーン、もう一つは公園ゾーンという形で整備をしていこうという利用構想でございます。病院誘致ゾーンにつきましては約1.5ha、公園ゾーンも同じく約1.5ha、陸上自衛隊家族宿舎建設ゾーンが約2ha、道路・歩道等で約0.6ha、そして、現在の市民体育館の第２駐車場用地約0.2haを加えて、全体として利用構想を作らせていただいたものでございます。これが、平成22年12月13日に策定した市としての跡地利用構想でございます。資料２をご覧いただきたいと思います。国有地の有効活用ということで、財務省から発表がございましたものです。今まで国有地の貸付については、医療施設というものは認められておりませんでしたが、私どもの要望を受けていただいて、財務省として新成長戦略における国有財産の有効活用の観点から、国有地を医療施設として利用する場合にも転貸の制度を作っていただきました。資料に記載がありますように医療施設を対象とした定期借地権を活用する全国初のケースでございます。この計画は、在日米陸軍基地キャンプ座間の一部返還予定地内において検討されるものであり、今後必要な手続きを進めていくことになりますという形で財務省にこういう制度をつくっていただきました。これにより、病院の用地については、いったん財務省から市が借り受けて、それを病院にまた貸しできるという制度ができたということでございます。さらに、財務省との関係では、平成22年11月30日に財務・防衛・座間市の三者で構成いたします「キャンプ座間返還予定財産に関する調査・協議会」を立ち上げ、返還につきまして、三者で事務レベルの協議を進めるということが決まりました。そして、平成23年1月28日に「キャンプ座間に関する協議会」第３回代表幹事会が開かれ、そこで市が策定した返還跡地利用構想を基本として今後の返還跡地利用を進めていくことで国と合意をいたしました。これにつきましては、広報等でお知らせをさせていただいております。その後、この返還について日米協議が行われておりましたが、さきほど市長が申し上げましたとおり、３月１１日に発災しました東日本大震災の対応で、日米それぞれ、防衛省、それから米軍のトモダチ作戦ということで、災害派遣・災害支援の対応に追われた関係で、日米協議も多少時間がかかって、なかなか進展しなかったという状況がございました。裏面になりますが、そのため、私どもとしましても「キャンプ座間に関する協議会」第９回幹事会を７月に開催しましたが、ここで返還合意の促進を強く求めたところでございます。これについて、国としても真摯に受け止めて協議を進展させた結果、10月31日に国と米側で返還の基本合意がなされたところでございます。この基本合意により、今後国が返還のための条件工事を行って、その工事完了後に実際の返還になるということが決定しました。また、病院誘致の関係の取り組みでございますが、表に戻っていただいて、病院誘致に向けて大きな課題であった用地の確保、買い取りをしなければいけないということについては、さきほど申し上げました財務省の制度によりまして転貸が可能ということになり、キャンプの返還地に約1.5haの面積を確保して、民間病院に転貸するということが可能となったわけですが、今、本市が属している県央二次医療圏については、病床過剰地域となっており、この位置づけが病院誘致への最大のネックになっております。そのため、これまで病床過剰地域の解消を国・県に強く要請をしてきており、平成23年5月23日には県央医療圏の5市１町1村の首長の連名で、黒岩知事に病床数の確保に関する要望書を遠藤市長が直接知事に手渡したところであります。また、市議会におきましても平成22年12月に救急病院の誘致の実現を求める決議、病床過剰地域撤廃を求める意見書が採択をされており、さらには、座間医師会、薬剤師会、歯科医師会等からの要望書も県に提出をいたしており、様々なチャンネルを通じて病床過剰地域の解消を求めているところでございます。こうした要望活動とともに、病院誘致にあたっての具体的な公募の条件や病院の選定方法等について、専門的な立場からご助言いただくために平成23年8月24日に病院誘致検討協議会を立ち上げたところでございます。また、県央医療圏内の各市町村及び医師会等に対しましても、本市の病院誘致についてのご理解、ご協力をいただくべく努力を重ねているところであります。以上が一部返還に関する経過でございます。

議　長：ただいま報告をいただいたところですが、ご質疑・ご意見はいかがでしょうか。

≪意見なし≫

議　長：ご意見がないようでしたら次の議題に移りたいと思います。続きまして、議題（２）キャンプ座間チャペル・ヒル住宅地区返還跡地利用構想一部見直しについて事務局から説明をお願いします。

事務局：先ほども申し上げましたとおり、市では、昨年１月にこの跡地利用構想を国と合意して以降、この構想の具体化に向けまして国との協議を進めるとともに、病院誘致ゾーン、公園ゾーンの整備イメージを精査してまいりました。また、一方で返還地に近接をしております消防庁舎の建て替え計画が、庁内の検討委員会で検討されているところであり、この新消防庁舎の建設の関係も視野に入れ、様々な角度から跡地の有効活用について検討を重ねてきたところでございます。さらには、跡地利用基本計画検討調査を委託させていただいて、より詳細な跡地利用基本計画策定の前段としての報告をまとめているところでございます。そうした検討の中で、まず一つは現状の返還地全体でみますと、かなり土地の高低差があるということ、それから、形状的にも不整形であるということでございまして、これは、敷地全体を考えた中での造成というものを慎重に検討しなければいけない必要があるということ、さらには、県道から病院用地への出入り、あるいは、病院と市民体育館、公園との連絡・連携を図るためにも敷地の中に進入路を新たに設ける必要があることが明らかになってきたところでございます。その一方で、先ほど市長からもお話しがありましたけれども、消防庁舎が、昭和45年の建設で老朽化しており、建て替えは以前からの課題でございました。加えて、東日本大震災の発災によりまして防災拠点としての消防庁舎の建設が強く急がれること、さらには、海老名・綾瀬・座間の三市による消防司令業務の共同運用にむけての協議会が発足し、消防庁舎の内容につきましても一定の方向性がみえてまいりました。また、消防庁舎の建て替えの計画につきましては、これまで現在の消防の敷地内で建て替えをするという方向できておりましたが、この敷地と返還地との比較検討をさせていただきました。消防の敷地をご存じの方はイメージをしていただきたいと思いますが、現在、消防庁舎がある場所とその横に訓練場がございます。建て替えるとすれば訓練場の方に建て替えるという形で進められてきましたが、その場所につきましては、用地の形状が細長い形であること、あるいは、敷地の周辺がかなり急傾斜地になっており、そこの擁壁工事などの費用もかなりかかってしまうということが明らかになっております。それらをクリアすることが課題となっておりましたけれども、返還地に建設する場合にはそうした課題がクリアできるということや病院との密接な連携が図れること、さらには、新しく消防庁舎を建設する場合も現在の消防業務に支障をきたさないというようなメリットがあるということで、総合的に検討をさせていただきました結果、新消防庁舎の建設場所は返還地が望ましいという考えに至りました。このため、一番最初に説明させていただきました現在の跡地利用構想を一部見直す必要があるという判断をしたものでございます。しかし、この返還地に消防庁舎を建設することは返還促進委員会からいただいた答申にも入っておりませんし、市の利用構想にも位置づけていなかったわけでございます。そのため、まずは消防庁舎の建設を含む跡地利用構想の見直しが可能かどうかということを昨年12月26日のキャンプ座間に関する協議会第10回幹事会において、国に投げかけました。そうしたところ、座間市が消防庁舎の建設が必要であると判断するのであれば、返還跡地利用の見直し計画を提示してほしいという回答をいただいたところでございます。これにつきましては、資料３のキャンプ座間に関する協議会第10回幹事会のまとめで、全体は後ほどご覧いただきたいと思いますが、今の消防の部分は、裏面の下から８行目位のところに載っていまして、[次に座間市から「市では、新たな消防庁舎の建設を予定しており、この点も視野に入れ様々な角度から返還跡地の有効活用を検討している。仮に消防庁舎を建設するなどの跡地利用構想の一部見直しが可能であるか、防衛省の考えを示していただきたい。」とこちらから投げかけをさせていただいたところ、南関東防衛局から「陸自家族宿舎ゾーンを除く土地について、座間市が更なる有効活用の観点から消防庁舎の建設が必要と判断されるのであれば、跡地利用の見直し計画を提示していただきたい。」]との説明があったところでございます。これを受けまして、市として消防庁舎の建設を含む跡地利用構想の見直し案をまとめさせていただいたものが、資料４で、本日、委員の皆さんからこの見直し案についてのご意見を伺う場を設定させていただいたということでございます。それでは、資料４をご覧いただきたいと思います。まず、1ページめくっていただきまして、はじめにというところがございます。この中身については、大分長くなっておりますが、これまでの経過と計画の見直しの背景、消防庁舎を入れる理由などを記載させていただいております。これは先ほど私が説明した内容でございます。ただ、下から３行目に「これに対する座間市基地返還促進委員会のご意見等を踏まえ」と書いてありますが、これは最終的な形としてこういった文言を入れたいということですので、今の時点ではこの部分は無視していただいて結構でございますので、現行の跡地利用構想の一部見直しが必要であると判断して跡地利用構想を策定したということで、ご理解いただきたいと思います。それから２番目の返還地の位置と概要でございます。これは、基本的に変わっておりませんが、今回は、返還予定地と返還候補地とを一体として返還地約5.4haとしております。それから次のページの３番目の返還跡地利用の基本的な考え方でございます。これも基本は変えておりませんが、丸の３番目に「消防防災活動の新たな拠点として新消防庁舎を建設します」ということを新たに加えさせていただきました。そこが変更点でございます。それから４番目の土地利用方針でございますが、これまでは大きく３つのゾーンに分けておりましたが、今回は４つのゾーンということで、（２）として新消防庁舎ゾーンを加えさせていただき、「消防防災活動の新たな拠点として耐久性・安全性に優れ、充実した新消防庁舎を建設します。」という文言を入れさせていただきました。その他は基本的に変わっておりません。それから５番目、返還跡地利用構想でございます。この施設の概要の２番目に新消防庁舎を加えさせていただきました。消防防災活動の新たな拠点として、充実した機能を備えた消防施設を建設する、面積については、約0.5haという位置づけをさせていただきました。その下の公園でございます。消防庁舎を加えたことにより、公園の面積をその分縮小させていただきました。緑地につきましては、自然環境を活かして整備をさせていただく、また、多目的広場については、市民体育館の臨時駐車場としても利用する、それから駐車場としては、市民体育館と公園利用者のための駐車場を設置する、前回の計画にございました複合施設につきましては、今後、公園の整備計画を新たに作成する中で精査をさせていただくことにさせていただいております。合計約1.0haということで、消防庁舎分0.5haを差し引いたものとなっております。その他は面積的には変わっておりません。それから、（2）の返還跡地利用構想図でございます。これについては、一番最後につけております。今の変更点を加えて構想図を見直した案でございます。陸上自衛隊家族宿舎ゾーンと病院誘致ゾーンは基本的に変わっておりません。前の利用構想図と見比べていただければ変わった点がはっきりわかると思いますが、新消防庁舎ゾーンを、公園ゾーンの中に位置付けをさせていただき、病院誘致ゾーンと新消防庁舎ゾーンの間に進入路を設けることを位置づけさせていただきました。この進入路につきましては、病院へのアプローチ、消防庁舎への出入り、さらには公園と市民体育館への連絡を考えました。今までは、市民体育館の駐車場には座間方面から左折での出入りしか出来ませんでしたので、この通路を使えば両方向に出られるというメリットがあるということで、この進入路の位置づけをさせていただいたところでございます。前回と大きく変わったところは、その二つの点です。また、ご意見等の中でもう少し詳しく説明をさせていただければと思います。次に、構想推進のためにでございますが、庁内推進体制の確立として庁内のプロジェクトチームを引き続き継続して組織的に取り組んでいく。それから計画的な事業推進ということでは、当然財政的に裏付けのある計画で進めなければいけないということでございますので、これを市の実施計画に位置付けて計画的に事業を推進していく。３つ目として、国・県関係機関との連携で、国が実施する返還地の造成、あるいは家族宿舎の建設計画との調整、病院誘致の前提となる病床数の確保、道路整備等に関する関係機関との協議、これらの事業推進に必要な事項について、国・県などの関係機関との密接な連携を図り、推進をしていきますというまとめになっております。以上がこの利用構想のあらましでございます。続けて、今後の進め方についても説明させていただきます。この跡地利用構想の見直し案、改訂と書いてありますが、これにつきましては、本日の促進委員会のご意見を踏まえまして、市としての「改訂キャンプ座間チャペル・ヒル住宅地区返還跡地利用構想」をまとめさせていただき、庁内で政策決定をした後、キャンプ座間に関する協議会の幹事会に提示する予定でございます。さらに、この幹事会の結果を踏まえて、代表幹事会で国との合意を目指し、その合意後は具体化に向けて協議調整を行い、実現に取り組んでいくという形になると思っております。以上で説明を終わらせていただきます。あとはご質問等ございましたら、その中でご説明させていただきます。

議　長：ただいまの説明について、ご質疑・ご意見を伺いたいと思います。

Ｂ委員：何点かお聞きしたいんですが、大変タイミングがいいといえばタイミングがかなりいいもので、私は前に進めていくのはいいと思います。今回の話については、消防署を返還跡地にということが主題ですが、この新しい地図と前の地図を見比べると、前は陸上自衛隊の家族宿舎ゾーンの境に道路が入っていますが、これがなくなっています。この道路はもう作らないのかということが一点。財務省と防衛省については、前向きに市側の要望については充分考慮して進めますという大変ありがたい返事をいただいているようなんですが、実際に返還地はかなり急斜面であの場所をある程度平らにして消防署を建ててということになるとかなり費用がかかると思うんですが、その見通しを聞きたいんですけれども、市の予算は大変厳しいので、出来るだけ負担にならないようなことで考えているとは思うんですが、そういう見通しはどうでしょうか。

事務局：まず、道路の関係ですが、前の構想では、家族宿舎と病院誘致ゾーンの間に道路がありましたが、これは平面的にはこのような形が可能でしたが、今おっしゃったように現在の地形はかなり高低差がありますので、ここに道路を通すというのは技術的に難しいということがその後の精査でわかってまいりまして、この道路については、急な傾斜になってしまうということもあり、難しいということが一点ございました。したがいまして、道路については、宿舎に行くところで止め、右側には延ばさないという考え方でございます。その変わりといってはなんですが、真ん中にひとつ進入路をつくって、そこでうまく連絡をとるようにするという考え方でございます。もう一つ造成の関係ですが、かなり土地の高低差がございますから、この造成については費用的にもかなりかかると想定はしております。ただし、これは国にやっていただくということで、国としても了解していただいておりますし、造成に伴って地下に色々な埋設物等もありますので、その撤去も国の方でやっていただくということで了解をしていただいております。実際に建物を建てるとなると、必要に応じてさらに造成をすることになろうかと思いますが、それはまた個別にやるとして、全体の粗い造成というものは、国でやっていただくという了解はとれておりますので、その部分では市の負担はかからないようになっております。

Ｂ委員：ありがとうございます。

議　長：他にございますか。

Ｆ委員：前回は、公園と病院と家族宿舎で決定したわけですが、一つには公園については議論ありましたよね。近くに大坂台公園や富士山公園があって、また公園なのかという話がありましたが、公園にしておけば財政の問題があって納得したんですけれども、たしかに考えてみれば消防の庁舎というのはいつか建て替えなければいけないところですよね。私も消防庁舎は何回も訪ねているんですけれども、非常に老朽化しておりますし、私は工場をやっておりまして、消防の職員が防災の検査に来るわけですが、大変失礼な話なんですけれどもうちの会社の方がよっぽど防災がしっかりしていて、もっと言うと消防署の方は免震大丈夫なのかと言える位のレベルなので、職員の方もやはりいつか建て替えていただきたいという話をよくされていると聞いております。ただ、市の財政が大変なのでということで、納得しているということだと思うんですけどね。場所的な問題も目の前に造るわけで、建て替えながら今の所も使っていけるということで、非常にいいなと思います。そして、病院とも隣接している場所的なものとしてもいいですし、逆に言えばこの構想が最初からあったらいいんじゃないかなと思った位なんです。その時は気がつかなかったですけれども、私はこの案には賛成ですし、今の消防署の場所でずっとやっているわけにはいかないでしょうからね。まさにタイミングとしては、今を逃すと次はないんじゃないかなと思っていますので、これに対しては反対することもないし、私としては逆に進めていただきたいなと思います。以上です。

議　長：ご意見ということでよろしいでしょうか。

Ｆ委員：意見としてお願いします。

議　長：ありがとうございます。ほかに。
Ｅ委員：やはりショックの大きかった３月の震災以降、あれだけ大きな被害がありまして、座間の消防体制も本当に流れが変わったと思うんですよね。とにかく市民の消防体制と救急体制だけではすまなくなったと思うんですよね。ですから、やはり病院と直結し、全国の救急体制とも直結するという基本的な面でも、ものすごくナショナリズムが必要になったんじゃないかなと思います。ですから、何をおいても充分な体制をとっていただけるように、これは本当に賛同したいと思います。
議　長：ほかにございますか。

Ｇ委員：確認なんですが、例えば老朽化という平たい言い方もありますが、例えば国だとRC鉄筋コンクリートだと56年を一つの基準として予算要求をするわけなんですよ。それで、地方公共団体では、RC造りにしたときにそういう基準があるのかないのかその辺を確認したいんですけれども。

事務局：基準としては、市として決めたというものはありません。ただし、今おっしゃるようなそういった基準に則って年数で建て替えをするという必要性の判断をする材料としては、認識はしております。今の消防庁舎は昭和４５年の建設ですので、４２年ですが、現状からするとかなり修理をしなければいけないという部分も多々ありますので、建て替えということの必要性・方向性については、市の方でも検討しているということでございます。

Ｂ委員：私も何回か消防署には行ったことがあるんですけれども、言葉悪いですけれども迷路みたいなんですよね。奥行きがないですからどうしても小さく小さく部屋をつくらなきゃいけない。それで人の財産などを守る一番ポイントになるところが、これでいいのかなというのは前々から思っていたことなんですが、今回ちょうどタイミングがいいので、是非進めていただければと思います。それと病院と一緒になってますから、ものすごくいい利用価値があると思います。

議　長：よろしいでしょうかご意見ということで。そのほかにございますか。
Ｉ委員：消防用地なんですけれども、これも貸与という形で、国から借り受けるという形でよろしいわけですか。有償とか無償とかいうのはこれからなんでしょうか。

事務局：公園とは違いまして、消防の用地は基本的には時価買い上げという形にはなります。ただし、財務の方ともこれからそういった交渉もしていかなければなりませんけれども、買い上げるまでの間に一定期間借り上げておいてそれから実際に買い上げるという方法もあるでしょうし、何年か分割で買うという方法もあるでしょうし、いくつか財務としても方法を持っておりますので、私どもの財政状況を判断しながら、いずれは買わなければいけないということはありますけれども、なるべく財政的に一気に負担がでないような形を考えていきたいと思っております。それは、財務省とこれから交渉をさせていただきたいと思います。

議　長：よろしいですか。

Ｉ委員：庁舎はもちろんですけど、訓練施設も同じ敷地内で一緒につくるという考えでよろしいでしょうか。

事務局：当然そのような訓練のスペースもセットで考えております。現状の敷地で言いますと、約７千㎡位あるんですが、２千㎡以上は先ほども言いましたけれども法の部分なんです。実際に使えるところは５千㎡位なんですけれども、その５千㎡も今の形状としては縦長の細長い形状ですから、今度はある程度正形に近いような形で、５千㎡程度とれますので、その中に庁舎と訓練施設も含めた中で考えてまいります。その考え方については、消防の方で建設検討委員会が出来ておりますから、配置や中身はそちらの方で今検討しているところでございます。

Ｉ委員：私も意見として。消防庁舎については、一回見させていただいたことがあるんですけれども、非常に老朽化というのと非常に使い勝手が悪いですね。仮眠室の方も言葉悪いですけれどもほったて小屋みたいな感じで。他市は、個室みたいな感じで施設が整備されているんですけれども、現状のような施設は座間市だけだ思いますね。尚且つ、女性消防隊員もなかなかそういう関係で、職員としては入れないというのもあります。やはり、今回東日本大震災で自衛隊が活躍されましたけれども、女性の自衛隊員の活躍という中で、女性ならではの仕事があったというのもあるので、消防も他市は少ないですけれども女性隊員を採用しているということもありますし、そういうことも含めて是非とも進めていただきたいと思います。

議　長：ご意見ということで。何か事務局ありますか。

事務局：はい。おっしゃるとおり今後はそういう女性隊員という問題もございます。今の消防職員が働く環境として、やはりもう少しというところも確かにありますので、なるべく早くそういった環境を整える。それから防災に対する対応力という観点からも、ある程度しっかりとしたものが建って、それで防災、消防の拠点としてふさわしいような施設が必要だと考えておりますので、ご意見を受け止めさせていただきたいと思います。

議　長：ほかに。
Ｇ委員：私、推進派の意見として。これは、もって行き方の話かなとずっと考えておりまして、一つはコンセプトを変えずに国にもっていけば一番いいなと。しかしながら、どうも文章を読んでみると南関東防衛局からもう提示してくださいというアプライがあったので、それならばコンセプトはこのままでいいんだろうと。あとは、何故そこの土地なのかということが一つのプロセスで一番大事なんだと。建て替えについては市の話ですから構いませんけれども、なんでその土地なんですかということに対する意見を僕らが持っていなければいけないんだろうと思っております。その一つの意見としては、まず、３．１１以降の安全・安心というのは非常に重要視されておりますので、市がそこで投入できるのは消防しかありませんね。県は警察を持ってます、国は防衛省を持ってます、そういう意味では、消防という安全・安心という土台骨が大事だと思います。その機能を維持したまま移行するには何処がいいんだろうと。土地はありますか、ないです、たまたまそこにそういうエリアがあると、だったらこのエリアの中に医療ゾーンだけではなく、救急救命医療ゾーン的な総合的なゾーンにして、そこで、古い建物の中でも一定の機能を維持しながら、こっちに立派な消防庁舎、訓練場をつくって、さらに高度な技量を彼らに持ってもらうということで、その土地を是非使わせていただきたいというもって行き方がいいのではないかと考えております。私は防衛省にいたんですけれども、隊員の精強という言葉があります。これは、一つは厳しい訓練と厚い福利厚生と言われています。この二本柱なんです。つまりこれを消防に置き換えても、厳しい訓練はさせても、それだけでは精強さが生まれない。だから彼らにも立派な庁舎で、立派な訓練施設で心の拠り所を持ちながら厳しい訓練にあったって、我々の安全・安心を確保していただきたい。そのためには、やはりそういう庁舎も必要なんだろうというようなところを意見として持っております。以上です。

議　長：はいありがとうございます。ほかにご意見ございますか。お願いします。

Ｈ委員：今回の変更について、最終的に日米合同委員会はもう関係ないんでしょうか。

事務局：合同委員会の合意事項というのは、こういう下地があって、こういう利用があって返しますというところは確かにあります。しかし、合意事項という部分には入ってきません。大枠として、ここを返還で返しますと、では何に使うんですかといったときに、市としてはこれをやります、国としては宿舎を建てますといったことは、交渉の過程の中で、説明の中で出てくるものと思います。ですから、そういうことを国が米側に説明するというプロセスは今後必要になります。まずは、市がこの計画を今日の結果を踏まえて、国に提示をさせていただいて、国にもそういった市の考え方を理解していただいて、では国としてもこういう形でいきましょうと、それには次のステップとして、国が米側とこういう見直しがあるということを協議をしていくというプロセスは必要になるかと思いますが、基本合意についての影響ということは少ないと思っております。いずれにしても、市が利用する部分の変更ということですから、その辺は国にもしっかりと協議をしていただくということでお願いをしたいと思っております。

議　長：よろしいでしょうか。他に何かございますか。

Ａ委員：これは、大いに賛成で、老朽化していると私も思っておりますので、待ってましたとばかりに嬉しい限りです。　

議　長：ありがとうございます。Ｊ委員何かございますか。

Ｊ委員：方向性は皆さんもおっしゃられているとおり私も賛成でございます。このイメージ図の新消防庁舎ゾーンと書いてあるこの配置と、0.5haですが、これはある程度必要とされる消防施設について、大まかな検討が加えられて、その上で配置と面積が出てきたということなんでしょうか。その辺のご説明をいただければと思います。

事務局：先ほど申し上げましたとおり現状の消防の面積がありますが、消防としてもほぼ５千㎡程度の敷地があれば、そういった機能をもった庁舎と訓練場がセットで整備できるという判断がありますので、面積的には約５千㎡とさせていただいております。といっても多少の動きはあろうかと思いますが、基本的には約５千㎡の中で、消防用地を確保すると、建物についてはその中で配置を決める、それから訓練場の例えば訓練棟を建てるとすれば何処に建てるのかということの詳細をこれから検討していくということになります。面積的には充分なのかという判断になりますと、それは広ければ広い方がいいんでしょうけれども、この中でとれる範囲と、理想ではないにしても現実的な面積ということで、この約５千㎡の位置づけをさせていただいたということです。

Ｊ委員：病院誘致ゾーン、消防庁舎ゾーン、公園ゾーンと３つ分かれておりまして、イメージ的には全部借りるという形でスタートして、ただ、さっきのお話しですと、いずれ消防庁舎に関しては、どの段階かはわかりませんけれども、買い取りの方向でということで、それぞれ契約は全然違う契約としてスタートするんでしょうか。財務省の新成長戦略を使って定期借地で、ということは病院誘致ゾーンのみについて適用されて、また別の契約で公園ゾーンや消防庁舎ゾーンをスタートさせるということになるんでしょうか。

事務局：そういうことです。あくまで定期借地権を使った制度というのは、病院の誘致ゾーンの所のみでございます。基本的には前にもお話ししましたけれども、公園にしても３分の２は無償貸与になりますけれども、３分の１は市が有償で時価で買わなければいけない。ただ、それについて防衛省からの補助金というものはありますけれども、基本的には３分の１は有償ということになります。しかし、消防庁舎については、その３分の１もありませんし、補助制度というものもありません。ですから、時価で全て確保しければいけないということになりますので、いかにこの部分を財務省と協議をしていくかということになろうかと思いますけれども、いずれにしてもゾーンごとにそういった条件が違ってくるということでございます。

Ｂ委員：ちょっとお聞きしたいんですけれども、そうすると、かなり財政が厳しいので、病院については転貸ができるということでいいんですけれども、新消防庁舎を仮につくるとなれば、新しく土地を買わなければいけない。庁舎もということになれば大変なお金がかかりますよね。今の土地を売却して、それで新庁舎を建てる土地の購入費用と建屋の費用と全部トントン位で買い取ってもらうのが一番いいんですよね。皮算用でなかなかそうもいかないですけれども。基本構想はいいけれども、今度はお金の問題がかなりウェイトを占めてくるわけですが、土地は永久に貸してくれということはできないんでしょうか。

事務局：永久には無理かと思いますけども、いずれにしても買い上げというのは原則ですから、買い上げなければいけない。ただ、そこにお金がかかるということですので、それをいかにするかが課題になります。分割で何年かでやっていただくとか、当面貸していただくとかそういう方法は協議していきますけれども、基本的には買わなければいけないということになります。その財源をいかにこれから捻出していくか。何処かの土地を売って、それをお金にするかとかなどの考え方もあろうかと思いますけれども、いずれにしてもそういった財源的な裏付けが必要になりますので、そこはまたいろいろと庁内でも考えていきたいと思います。

Ｇ委員：消防庁舎をあそこにもっていった場合の最大の問題は、やはり財政だと思うんですよね。可能性について追及してもやはり財政が一番のネックになると。そうした場合に、基地負担軽減とは何ぞやという話が頭の中にあって、確か国有財産法では目的によって、半分だったり３分の１だったりとありますけれども、あの国有財産の場合、一般的な国有財産という定義だったと思うんです。そこに基地返還跡地の国有財産については、というように新たに設けてもらって、そこにひとつの特例事項的なものを今後の協議会の幹事会での折衝の中にもってきても方策としてはあるんじゃないでしょうか。

事務局：ご意見として承ります。私どもとしても財政問題は重要だと捉えておりますので、今おっしゃられた関係についても、防衛・財務へ投げかけをしてみたいと思います。
委　員：よろしくお願いします。

議　長：Ｋ委員いかがですか。

Ｋ委員：私も基本的には賛成でございます。ただ単に、移転だけだと確かに弱いと思いまして、南関東防衛局の方にやはり座間市が更なる有効活用の観点から本当に建設が必要なんだという想いが伝わらなければいけないと思います。ただ、皆様方のご意見を拝聴して、色んな機能的にもまた建物的にも劣化して、他の市町村に比べても座間市の消防体制のサービスが見劣りするのではないかという観点からすれば、やはり行政サービスの観点からしても、ある程度の確実性を保つには必要だろうというその想いがあれば、今回の件に関しても、南関東防衛局の方にある程度プレゼンテーションができる意見が出たのではないかなと思いまして、よろしいんではないかなと思っております。以上です。

議　長：ありがとうございます。Ｄ委員いかがですか。
Ｄ委員：私も基本的に賛成で、むしろ冒頭でもお話がでてたとおり、最初からこのゾーンがあって当たり前だったのではないかなという気もします。というところで、賛成でございます。

議　長：ありがとうございます。Ｌ委員どうですか。

Ｌ委員：私も基本的に賛成です。私も震災への想いがある中で、防災活動については一番関心をもっているところで、全く何も文句を言うところはございません。

議　長：ありがとうございます。Ｃ委員いかがですか。

Ｃ委員：今までこれだけの面積を持っていた所を、何かやはり小さいような気がするんですけれども。これで訓練場が整備されて、訓練が今まで以上にやりやすいんでしたらいいんですけれども。もう少し蓄えや避難する場所等を考えて、消防署はもう少し広くてもいいのではないかなという気がしないでもないです。ちょうどこの図の右端の出てる部分位まで広くてもいいかなとは思ってしまったんですけれどもね。大きい車や人数が多く入れるようなスペースというのは座間にはないんですよね。ですから、改めてつくるとなると、やはり逆に大きいものが入れるような、皆さんで逃げてきても確保できるような、あとよその市でもありますように防災の丘みたいにトイレがベンチの下に隠されているとか、これからの防災の意識ではもう少し考えられるような何かがあるのではないかなという気がします。

議　長：そうですね。庁舎だけではなく、もっと色んな工夫がね。その辺どうですか。

事務局：私も出来るだけこの場所を広くとって例えば大きな公園的な中に消防署があるとか、そういった形も望ましいとは思いますが、いかんせん限られた返還地の中ですので、その中で消防庁舎を位置づけております。今おっしゃった消防ゾーンと体育館の間ですけれども、公園ゾーンとなっている部分をもう少し延ばしてもいいのではないかというお話だったんですが、ここの部分は一応多目的広場のような形で、そこには大型のバスも停められるようなスペースも考えております。逆に、消防で何かやるときにもこの多目的広場で何かできるような形も考えております。ですから、消防用地という事ではないですけれども、この公園のところを使うとか、あるいは今はまだ跡地利用がはっきりしておりませんけれども、今後の消防跡地をどうするかということにもつながってくるお話だと思っておりますので、参考にさせていただきたいと思います。

Ｃ委員：そうすると、大分起伏が激しい土地なので、ある程度平らになるくらいの土地利用を考えてやってらっしゃるということなんですか。

事務局：やはり全部平らにするということは難しいところなので、ある程度二段、三段位の形で、図の右上部分は極力いじらないような形で現状置いておいて、体育館の出入口とその隣接地はすんなり行き来できるように同じ様なレベルにしたいとは考えております。地形的に厳しいのは現実にはありますけれども、そこら辺はうまく建物を配置しながらやっていくということです。

議　長：よろしいでしょうか。他にございますか。

　　　　ありがとうございました。色々ご意見をいただきました。会としてまとめるわけなんですが、皆さんから今回貴重なご意見をいただいたわけで、市としてもこれをしっかりと受け止めていただいて、今後消防庁舎の推進も含めた構想を推進していただくということでよろしいでしょうか。

≪異議なし、賛成の声≫

　　　　はい。どうもありがとうございました。それでは、その他の点で事務局から何かございますか。

事務局：本日は、ありがとうございました。皆さんからいただきましたご意見を私どももしっかりと受け止めさせていただきまして、今後進めさせていただきます。今後も、必要に応じて会をもたせていただくこともあろうかと思いますので、その際にはまたご協力をよろしくお願いいたします。

議　長：皆さんのご協力によりまして、議事は全て終了いたしました。皆様のご協力心より厚く御礼申し上げます。これをもちまして議長の任を解かせていただきます。

司　会：議長ありがとうございました。この促進委員会ですが、皆様方に委嘱させていただきましたのが、２年前の３月１８日でした。任期が２年となっておりますので、もし３月１７日までに事案がなかったらとりあえず解散ということになろうかと思います。ありがとうございました。本日は、これにて終了とさせていただきます。
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